
富山高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 英語コミュニケーションⅡ
科目基礎情報
科目番号 0008 科目区分 一般 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 エコデザイン工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 各自の卒研和文要旨
担当教員 青山 晶子
到達目標
１）卒研の要旨集の和文原稿を元に、英語論文のそれぞれの構成要素に求められる内容を、パラグラフライティングのルールに則った英文を作
成する。
２）和文要旨と英語論文パラグラフの構成の違いを理解し、英語のパラグラフに再構成した英文を書くことが出来る。
３）論文の表現を、口頭発表用の英語に変換し、スライドやポスターなどの視覚補助媒体を使ったわかりやすいプレゼンテーションができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
英語論文の形式

指定の論文様式に則って論文を書
くことができる。

ほぼ指定の論文様式に則って論文
を書くことができる。

指定の論文様式に従った論文を書
くことができない。

評価項目2
英語論文の構成要素にふさわしい
パラグラフライティングができる

英語論文の構成要素にふさわしい
パラグラフライティングができる

ほぼ英語論文の構成要素にふさわ
しいパラグラフライティングがで
きる。

英語論文の構成要素にふさわしい
パラグラフライティングができな
い。

評価項目3
スライドやポスターを使って口頭
発表にふさわしい表現ができる。

スライドやポスターを使って、口
頭発表にふさわしい表現を使いこ
なすことができる。

スライドやポスターを使って、口
頭発表にふさわしい表現をほぼ使
いこなすことができる。

スライドやポスターを使って口頭
発表にふさわしい表現ができない
。

評価項目4
他の参加者の論文、プレゼンを評
価できる。

他の参加者の論文、プレゼンを批
評的・分析的に評価できる。

他の参加者の論文、プレゼンを批
評的あるいは分析的に評価できる
。

他の参加者の論文、プレゼンを批
評的・分析的に評価できるない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 A-1
JABEE 1(2)(f)
教育方法等

概要

Ａ４版で２ページの英語論文を執筆します。和文の段落と英文パラグラフは、伝える内容が同じでも、書き方の「作法
」が違います。まず、英語論文の作法に慣れ、英語論文の構成要素ごとに英文を仕上げていきます。「動作」や実験装
置の「描写」がメインで比較的書きやすいexperimentから始め、次に、実験結果を書きます。実験装置や試験片などの
寸法や速度、温度、密度、速度など多くの数字や単位を伴う表現の他、増減、変化などの表現を学びます。実験のよう
に事実の記述とは異なり、introductionとabstractは構成を考えて表現する必要があり、最初から書くと難しいので、最
後に回し、実験の目的や研究の位置づけがずれないように再確認しながら書きます。
さらに、堅い表現の論文を、口頭発表用の原稿に書き換え、スライドを使ったプレゼンを行います。

授業の進め方・方法

・論文構成要素の書き方の説明の後、和文和訳→英文作成→パラグラフライティングのルールに則り推敲→提出→教員
による添削→修正→再度提出のサイクルを繰り返し、完成させる。
・和文で書かれた論文が、英文パラグラフの要件を満たしていない場合には、原文そのものを一旦書き直してから、英
訳作業に入ります。
・自分の研究内容が「どのように書いたら、正確に伝わるか」を学習するための授業ですので、自分の文章が読み手に
「どのように読まれるか、読んで欲しいか」という、「読み手を意識した英文作成」を心がけましょう。
・パラグラフを構成する文にはそれぞれ「役割」があります。自分が英訳している文は「どのような役割をすべき文な
のか」を判断し、その役割にふさわしい書き方を探しましょう。それが「推敲する」ということです。
・３Cの英文で、無駄のない中身の濃い英文が作成できるように、各種ツールを活用しながら「自立した書き手」となる
ための練習をします。

注意点 各回の課題は、件名と学籍番号を明記の上、締め切りを守って、提出して下さい。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 オリエンテーション 英語論文の構成要素を指摘できる。

2週 Experience 1
実験手順をパラグラフライティングのルールに則り、
人を主語にした英文で表現でした後、end focusに留
意し適切な態で書き換えることができる。

3週 Experience 2 必要な手順を抽出し、３Ｃで表現できる。

4週 Result 2 実験結果を表す図表やグラフを英語で表現できる。デ
ータを英語で表現できる。

5週 Result 1 パラグラフライティングのルールに則り実験データを
正しく英語で表現できる。

6週 Conclusion 結論やdiscussionを3Cで表現できる。

7週 Introduction 1 パラグラフライティングのルールに則り、研究の位置
づけを３Ｃで表現できる。

8週 Introduction 2 パラグラフライティングのルールに則り、先行研究と
研究の目的を３Ｃで表現できる。

4thQ

9週 Abstract, key words and Title 1 論文の内容を適切に表すAbstract, key words and
Titleが書ける。

10週 Abstract, key words and Title 2 論文の内容を適切に表すAbstract, key words and
Titleが書ける。

11週 Presentation manuscript 1 書き言葉で書かれた論文の内容を、口頭発表用の原稿
に変換できる。



12週 Presentation manuscript 2 スライドの内容と合致したわかりやすい口頭発表用原
稿を仕上げる。

13週 Presentation slides １スライド１トピックとなるよう、スライドを調整し
、audienceにわかりやすい英語で説明できる。

14週 Presentation recording 発表を録音しスライドに組み込む。
15週 論文、スライドの総仕上げ スライドショーの発音矯正。
16週 講評、アンケート

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 0 20 0 0 80 0 100
基礎的能力 0 20 0 0 80 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


